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4なお，稚魚の大きさや水温，薬剤の剤型などによ236～252,南江堂，東京,304pp．2)上田勇五，
る影響について今後検討を要しよう。江村一雄，樺沢明，星野欣一（1968）低魚毒性農薬によ

る錦鯉の慢性中毒症・北陸病虫研報。16，75～79．
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福弄県におけるツマグロヨコバイの薬剤耐性＊

山本公志（福井県幾業試験場）

過去20年余にわたって有機合成殺虫剤が水稲害虫の防

除に使用されてきたが，シマグロヨコバイに関してはそ

の発生量が減少するとばかりはかぎらず，むしろ増加す
る傾向にさえあるように思われる。

福井県嶺南地方はウンカ・ヨコバイ類の多発生地のひ
とつであるが，最近この地方ではところによってツマグ
ロヨコパイ対象の防除農薬が高い効果を示さない場合も
あって，害虫そのものが薬剤に対する抵抗力をもったの
ではないかと疑問がもたれた。 1）3）

ツマグロヨコパイの薬剤抵抗性については高知･愛媛。
S）6）

香川・締岡など多くの県で報告されている。そこで，本
県撤南地方を主として，本種の殺虫剤に対する感受性を

検定したところ，ある有機りん殺虫剤に対して地域差が
承られる結果を得たので報告する。

本調査を実施するにあたり，農林省農業技術研究所湯
嶋健博士からは実験操作などについて多くのご教示を賜
わり，また当場病虫課奈須田和彦課長からは絶えざるご
指導をいただいた。ここにあわせて厚くお礼申しあげ
る。

I調査方法

1殺虫試験（局所施用法）

供試虫嶺南地方の7地区から7月中旬に第2回成
虫を採集し，室内で1～2世代飼育をし，平均体重5.2

mgの雌成虫を用いた。

薬剤および処理方法マラソン,MPPおよびNA

Cの原体をアセトンで所定の濃度段階に稀釈し，1雌成

虫当たり0.49解1を低温処理した虫体腹部に施用した。

その後イネ苗を入れた広口ピン（直径4.5cm,高さ9

cm)に移し，夏季は室温下，冬季は25｡Cの定温器内に

保存して，処理24時間後の生死虫数を調査した。区制は

＊禍井県展業駄験暢鯛虫課業綴No.25(虫）

1区約20頭3連制である。

処理時期マラソンおよびNACは8月中旬,MP

Pは12月中旬に検定した。

調査結果のまとめはBlissの方法によって処理した。

2酵素活性検定

供試虫7月中旬採集の第2回成虫を,27｡C-16

時間照明のもとで2世代を飼育した雄成虫を用いた。

処理方法雄成虫1頭づつをホールスライドにのせ

て0.07ccの純水ですりつぶし，これを趨紙（長さ6

nlrnl巾1mm)に吸収させ,低温下(3｡C)で1時間寒

天ケル(0.7％)上におき，寒天ケルにその液を着吸させ

た。その後浦紙を取り除き，酵素活性剤(6-naphthyl

acetatel%)を噴霧して,30｡Cに20分間保温してか

ら発色剤(NaphthanilDiazoBlueB2%)による処

理を行なった。

3殺虫剤使用量美浜および高浜町において1965

年～'69年の5カ年間に水田に用いられた殺虫剤の量を

調査した。

Ⅱ調査結果および考察

マラソン各地産ツ等グロヨコパイのマラソンによ

る殺虫効果は第1～2表，第1図に示した。7調査地区

のうち殺虫効果の最も低かったのは美浜と三方産で，高

浜産は最も高かった。LD5o値は各調査地点ともかな

り高かった。
4）

各地産ツマグロヨコパイの薬剤耐性比を尾崎らの抵抗

性比に従って検討した。すなわち，最も感受性の高い高

浜産のLD50値を基準にすると，美浜および三方産は

5.0以上の耐性比を示した。この結果から，これら2地

区のツマグロヨコパイはマラソンに対してかなり強い耐

性を渡得していることが明らかとなった。

MPPマラソンに対する感受性に最も差のある美
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第1表各地産ツマグロヨコパイのマラソンによる殺虫効果
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第2表マラソンに対する致死薬景
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浜と高浜産のツマグロヨコ'ミイについてMPPによる殺

虫効果を検討した。MPPに対する本種の感受性は，マ

ラソンの場合と同様に美浜産は低く高浜産は高かった。

しかし，薬剤耐性比はマラソンの場合よりも小さかっ

た。LD50値は非常に高かったが，既知他県産のツマ

グロヨコパイと比較する必要があろう。
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第1図投薬量（対数値）とプロピットの関係

第3表各地産ツマグロヨコパイのMPPによる殺虫効果
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鋪4表MPPに対する致死薬量
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NAC同じく美浜と高浜産のツマグロヨコパイに

ついてNACによる殺虫効果を検討した。NACに対す

る水種の感受性は高く，両地区の差はほとんど承られな

かった。

以上の結果から，マラソンに対しては地域によってか

なりの耐性が狸得されており,MPPにもその傾向が承

られた。しかし，カーバメート系のNACにはそのよう

な差があまりないことが明らかとなった。

酵素活性検定マラソンに対して感受性に最も差が

あった美浜と高浜産ツマグロヨコパイについて基質に

3

2
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投薬戯の対数値

館2図投薬通（対数値）とプロピットの関係

館5表 各地産ツマグロヨコノ fのNACによる殺虫効果
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6･naphthylacetateを用いて本種の酵素活性を比較検

討した。投薬趾対数値とプ戸ピットの関係
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第7表ツマグロヨコパイの酵素活性

卜究会報第19．場

虫剤のなかではEPNとMPPが多い。高浜地区では使

用薬剤の大部分ばBHCである。

マラソンは1966年まで多く使用されていたが，’67年

以降はカーバメート系農薬におきかえられている。これ

らから判断して災浜地区におけるツマグロヨコパイのマ
3〕

ラソン耐性は，尼崎らの報告にあるように，マラソンを

含めた有機りん殺虫剤の使用量に関係していると推察さ

れる。また，バイジットに対する本種の感受性低下はバ

イジット使用堂と関係がみられるようであった。

一方，美浜と高浜におけるツマグロヨコパイの生息環

境を比較すると，前者は乾田地帯であり，後者は湿田の

多い地帯なので，これらの環境差が本種の薬剤感受性に

何らかの影響を与えているかもしれないが，この辺につ

いての立証資料はない。こんご，虫体生理の究明をも含
めて，より有効な防除対策の樹立に努めていきたい。

Ⅲ摘要

1ツマグロヨコパイのマラソンに対する感受性は美

浜・三方産は低く，高浜産は高かった。美浜産のマラソ

ン耐性比は高浜産の5.6倍であった。

2マラソン感受性に最も差のある美浜・高浜産は
MPPに対しても同じ傾向にあった。しかし,NACに

対してはその差はなかった。

3ツマグロヨコパイのβ･naphthylacetateを加

水分解するエステラーゼ活性は美浜産の個体は非常に強
かった。

4過去における殺虫剤の使用量は美浜地区が非常に

多く，このなかの有機りん殺虫剤が本種の薬剤感受性に

影響しているようにみられた。

基愈、ご‘顎“ ’
エステラーゼ沃性恋

高活性個
体比率

面一「甲｜低

’
頭頭頭頭％
2094745．0

2015145．0

美浜町久を子

海浜町園郎

酵素の高活性が現われた個体は高浜産はごくわずかで

あったが，美浜産ではそれが約半数にみられた。

これらの調査からすると，ツマグロヨコパイの有機り

ん殺虫剤（マラソン・MPP)に対する感受性と酵素活

性の強弱とは深い関係があるといえよう。しかし，カー

バメート系のNACとはその関係が認められない。
2）

尾崎らはマラソン抵抗性の個体群では感受性個体群に

くらべてβ-naphthylacetateを加水分解するエステ

ラーゼ活性は有意に高かったと報じている。本県におい

てもこのエステラーゼ活性は尾崎らの報告と同じく著し

い差がゑられた。
3〕

OzAKI.はツマグロヨコパイのマラソン抵抗性は過

去におけるマラソンの使用量と高い相関があるととも

に，マラソン以外の有機りん殺虫剤の大量使用とも関係

があることを明らかにした。

本県では，マラソンに感受性の低い美浜地区はツマグ

ロヨコパイがとくに多発生するところであってウ現在ま

でにマラソンを含めて多くの殺虫剤が散布されている。

一方，感受性の高い高浜地区は，近くに海水浴場をひか

えているため，水稲害虫に対する薬剤防除はきわめて低

調である。
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第8表美浜・高浜地区における殺虫剤使用戯
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数値は1妬5年～'69年の5カ年間に使用された殺虫剤のha当たり有効

成分趾

1965年～'69年の5カ年間の両地区で水稲害虫の防除
6）

に使用された殺虫剤を第8表に示した。これによれば美

浜地区においては有機りん系殺虫剤と有機塩素系のBH

Cとは成分趾でほぼ同通使用されており，有機りん系殺
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